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(57)【要約】
【課題】　各種の車載用電装品等の電気、電子制御を効
率よく行うとともに、各種操作、動作上で必要なメッセ
ージ等の報知を行えるモジュールを得る。
【解決手段】
　車両に搭載される各種の電子機器等の電装品に接続可
能なＣＡＮモジュールユニット１を、ＣＡＮ入力部１１
、ＣＡＮ出力部１２、アナログ入力部１３、アナログ出
力部１４、電源供給部１５を備えるＣＡＮモジュール１
０と、各種制御信号に基づいて音声を出力する音響／音
声モジュール２０とを一体的に組み合わせることにより
構成する。音響／音声モジュールは、予め記録されてい
る所定メッセージを音響／音声出力手段３０から音声出
力するように構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される各種の電子機器等の電装品に接続可能なＣＡＮモジュールユニットで
あって、
　このＣＡＮモジュールユニットは、ＣＡＮモジュールと、ＣＡＮモジュールまたはアナ
ログ信号からの各種制御信号に基づいて音声を出力する音響／音声モジュールとを一体的
に組み合わせることにより構成されていることを特徴とするＣＡＮモジュールユニット。
【請求項２】
　請求項１記載のＣＡＮモジュールユニットにおいて、
　前記ＣＡＮモジュールは、車両のＣＡＮＢＵＳ通信部からのＣＡＮ信号を入力するＣＡ
Ｎ入力部、車両のＣＡＮＢＵＳ通信部へＣＡＮ信号を出力するＣＡＮ出力部、車両のアナ
ログ出力部や後付自動車用のアナログタイプの電機電装用品等から出力される信号を受信
するアナログ入力部、車両のアナログ信号部や後付自動車用のアナログタイプの電機電装
用品等へ信号を送信するアナログ出力部を備えるとともに、ＣＡＮ信号による出力ファイ
ル番号等の音響／音声出力動作を音響／音声モジュール部へ指示する手段を備えてなるこ
とを特徴とするＣＡＮモジュールユニット。
【請求項３】
　請求項２記載のＣＡＮモジュールユニットにおいて、
　前記ＣＡＮ入力部は、ＣＡＮＢＵＳ通信により、車両の車載テレビジョン、車載ナビゲ
ーションシステム、ドアロックおよびアンロック、パワーウインドー開閉、ドア開閉、ト
ランク開閉、ドアミラー開閉および上下、エンジンの始動、静止および各種センサー動作
、シフトギアの位置および可変、運転席のシートベルトＯＮ／ＯＦＦ、サンルーフ開閉、
各種ライトおよびランプのＯＮ／ＯＦＦ等に代表されるＣＡＮＢＵＳ通信によるデータを
取得するように構成され、
　前記ＣＡＮ出力部は、車両の車載テレビジョン、車載ナビゲーションシステム、ドアロ
ックおよびアンロック、パワーウインドー開閉、ドア開閉、トランク開、ドアミラー開閉
および上下、エンジンの始動、静止およびエアコンの動作、サンルーフ開閉、各種ライト
およびランプのＯＮ／ＯＦＦ、警告ホーン、セキュリティー装置のＯＮ／ＯＦＦ等の制御
を車両ＣＡＮＢＵＳ通信部に対してＣＡＮ信号を送ることによって行うように構成される
とともに、別系統として前記音響／音声モジュールへのＣＡＮ信号による音響／音声出力
動作を指示出力をする機能を備えていることを特徴とするＣＡＮモジュールユニット。
【請求項４】
　請求項２または請求項３記載のＣＡＮモジュールユニットにおいて、
　前記アナログ入力部には、シートベルトのＯＮ／ＯＦＦ、ＥＴＣの動作確認、リモコン
等によるエンジンスターター装置、セキュリティー装置、手動ＯＮ／ＯＦＦスイッチ、リ
モコンＯＮ／ＯＦＦスイッチ、セキュリティーのためのショック、モーション、超音波、
磁気、赤外線、タッチ等の各種センサー、後付バックまたはフロントコーナーセンサー等
の後付自動車電機電装用品等による車両または車両に付属する装置の操作などのアナログ
信号が入力されるように接続され、またＣＡＮモジュール内でＣＡＮ出力信号に変換され
るように構成され、
　前記アナログ出力部には、後付セキュリティー装置、ナビゲーションシステム、後付ラ
イト、レーダー探知機、後付オーディオ装置、バックセンサー等の後付自動車電機電装用
品へ、車両のＣＡＮＢＵＳ通信信号をアナログ変換して送信して、使用可能にするように
構成されていることを特徴とするＣＡＮモジュールユニット。
【請求項５】
　請求項１、請求項２、請求項３または請求項４記載のＣＡＮモジュールユニットにおい
て、
　音響／音声モジュールは、音声出力手段に接続されるアンプ部、音量調整部、主電源ス
イッチ、入力用端子、メモリー媒体用スロット部を備えていることを特徴とするＣＡＮモ
ジュールユニット。
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【請求項６】
　請求項５記載のＣＡＮモジュールユニットにおいて、
　前記音響／音声モジュールは、音声出力手段により予め記録されている多種類の所定メ
ッセージ等の音声情報を音声出力するように構成されていることを特徴とするＣＡＮモジ
ュールユニット。
【請求項７】
　請求項６記載のＣＡＮモジュールユニットにおいて、
　前記多種類の所定メッセージ等の音声情報を予め記憶したメモリー媒体を、前記メモリ
ー媒体用スロット部に装填可能に構成したことを特徴とするＣＡＮモジュールユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＡＮＢＵＳ信号、アナログ信号を通して得られる車内状況に応じて適宜Ｃ
ＡＮＢＵＳ通信を介してまたはアナログ出力を介して機器を操作するＣＡＮモジュールに
音響／音声モジュールを一体的に組み合わせることによって構成されるＣＡＮモジュール
ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＡＮＢＵＳ通信を使ったＣＡＮモジュールが広く用いられるようになってきて
おり、車両などの各種の電子制御系などに採用されつつある。
　例えば、特許文献１には、車両用電子制御システムとして、自動的に車種を判別して、
判別した車種の速度データを変換して車両のＥＣＵに送信する機能をつけたことにより、
車種ごとに製品をラインアップする必要もなく、誤接続も生じないようにした構成による
ものが提案されており、該システムを構成する複数の電子制御装置とデータ出力装置とを
接続するＬＡＮに上述したＣＡＮモジュールが用いられている。
【０００３】
　この従来のＣＡＮモジュールは、ＩＤコードによるＣＡＮ通信データの自動検出を行い
、車速度信号によるスピードリミッター部の制御命令を行うように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】　特開２００７－１８４６９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した従来のＣＡＮモジュールは、あくまでレース場等の公道以外での走
行用にスピードリミッターを解除することを目的に、車速センサーやホイールの回転セン
サーからの信号を検出してエンジン制御ユニットＥＣＵの制御を誤魔化すだけの単機能で
あり、ＣＡＮＢＵＳ通信信号をより一層幅広い用途に適用し有効利用を図るうえでは問題
をもつものであった。
【０００６】
　例えば、車両に搭載される各種の電装品や種々のセンサー類、さらに各種の電子機器、
装置にあっては、それぞれを所要の状態で適切かつ確実に制御するとともに、それぞれを
適宜の関連性をもってトータルで制御し、また種々のメッセージや警告などを報知するこ
となどが望まれている。
【０００７】
　また、ＩＤコードによる車種の自動検出のみの技術であるため、ＣＡＮ通信速度の異な
る自動車メーカーの選別、特定は不可能であった。そのため、１モデルで、あるいは１ソ
フトウエアーで全てのメーカーの全ての車種に対応することは不可能であった。
【０００８】



(4) JP 2011-31863 A 2011.2.17

10

20

30

40

50

　また、作動の確認や告知手段もＬＥＤランプの光り方や各種車両ランプの点滅等をメッ
セージとしているため、取扱説明書当により、予め記憶、学習しておいた者だけが知る方
法に限られ、一般言語の教育を受けた聴覚障害のない万人が事前に学習することなく確実
に確認できる手段とは言えなかった。
【０００９】
　しかし、上述した従来から知られているシステムでは、一長一短があり、実用化にあた
って、より一層の進歩が求められている。
【００１０】
　また、ＣＡＮＢＵＳ通信は世界の自動車メーカーが順次採用しており、メーカー毎に異
なるＣＡＮＢＵＳ通信の速度での車両制御が行われている。そして、上述した従来のＣＡ
Ｎモジュールでは、同じメーカーの同じＣＡＮＢＵＳ通信速度のデータの自動検出は可能
だが、異なるメーカーや異なる通信速度のものは難しいという問題があり、このような点
への対策も望まれる。
【００１１】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、各種の車載用電装品等の電気、
電子制御を、配線数を従来よりも少なくして、軽量化、コストダウン、誤配線のリスクの
軽減等効率よく行うとともに、各種操作、作動上で必要な動作を、視覚と予備知識に頼ら
ず、あらかじめ自ら作成あるいは選択した音響または音声メッセージ等で報知を行え、一
般言語の教育を受けた聴覚障害のない万人が理解できるＣＡＮモジュールとしてのＣＡＮ
モジュールユニットを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このような目的に応えるために本発明（請求項１記載の発明）に係るＣＡＮモジュール
ユニットは、車両に搭載される各種の電子機器等の電装品のＣＡＮＢＵＳ通信に接続可能
なＣＡＮモジュールユニットであって、このＣＡＮモジュールユニットは、ＣＡＮモジュ
ールと、このＣＡＮモジュールまたはアナログ信号からの各種制御信号に基づいて音声を
出力する音響／音声モジュールとを一体的に組み合わせることにより構成されていること
を特徴とする。
【００１３】
　本発明（請求項２記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットは、請求項１において
、前記ＣＡＮモジュールは、車両のＣＡＮＢＵＳ通信部からのＣＡＮ信号を入力するＣＡ
Ｎ入力部、車両のＣＡＮＢＵＳ通信部へＣＡＮ信号を出力するＣＡＮ出力部、車両のアナ
ログ出力部や後付自動車用のアナログタイプの電機電装用品等から出力される信号を受信
するアナログ入力部、車両のアナログ信号部や後付自動車用のアナログタイプの電機電装
用品等へアナログ信号を送信するアナログ出力部を備えるとともに、ＣＡＮ信号による出
力ファイル番号等の音響／音声出力動作を音響／音声モジュール部へ指示する手段を備え
てなることを特徴とする。
【００１４】
　本発明（請求項３記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットは、請求項２において
、前記ＣＡＮ入力部は、ＣＡＮＢＵＳ通信により、車両の車載テレビジョン、車載ナビゲ
ーションシステム、ドアロックおよびアンロック、パワーウインドー開閉、ドア開閉、ト
ランク開閉、ドアミラー開閉および上下、エンジンの始動、静止および各種センサー動作
、シフトギアの位置および可変、運転席のシートベルトＯＮ／ＯＦＦ、サンルーフ開閉、
各種ライトおよびランプのＯＮ／ＯＦＦ等に代表されるＣＡＮＢＵＳ通信によるデータを
取得するように構成され、前記ＣＡＮ出力部は、当該音響／音声モジュールへのＣＡＮ信
号による音響／音声出力動作を指示出力をする機能を備えるとともに、さらに別系統から
車両の車載テレビジョン、車載ナビゲーションシステム、ドアロックおよびアンロック、
パワーウインドー開閉、ドア開閉、トランク開、ドアミラー開閉および上下、エンジンの
始動、静止およびエアコンの動作、サンルーフ開閉、各種ライトおよびランプのＯＮ／Ｏ
ＦＦ、警告ホーン、セキュリティー装置のＯＮ／ＯＦＦ等の制御を車両のＣＡＮＢＵＳ通
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信部に対してＣＡＮ信号を送ることによって行うように構成されていることを特徴とする
。
【００１５】
　本発明（請求項４記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットは、請求項２または請
求項３において、前記アナログ入力部には、シートベルトのＯＮ／ＯＦＦ、ＥＴＣの動作
確認、リモコン等によるエンジンスターター装置、セキュリティー装置、手動ＯＮ／ＯＦ
Ｆスイッチ、リモコンＯＮ／ＯＦＦスイッチ、セキュリティーのためのショック、モーシ
ョン、超音波、磁気、赤外線、タッチ等の各種センサー、後付バックまたはフロントコー
ナーセンサー等の後付自動車電機電装用品等による車両または車両に付属する装置の操作
などのアナログ信号が入力されるように接続され、ＣＡＮモジュール内でＣＡＮ出力信号
に変換されるように構成され、前記アナログ出力部には、後付セキュリティー装置、ナビ
ゲーションシステム、後付ライト、レーダー探知機、後付オーディオ装置、バックセンサ
ー等の後付自動車電機電装用品へ、車両のＣＡＮＢＵＳ通信信号をアナログ変換して送信
して、使用可能にするように構成されていることを特徴とする。
【００１６】
　本発明（請求項５記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットは、請求項１、請求項
２、請求項３または請求項４において、音響／音声モジュールは、音声出力手段に接続さ
れるアンプ部、音量調整部、主電源スイッチ、入力用端子、メモリー媒体用スロット部を
備えていることを特徴とする。
【００１７】
　本発明（請求項６記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットは、請求項５において
、前記音響／音声モジュールは、音声出力手段により予め記録されている多種類の所定メ
ッセージを音声出力するように構成されていることを特徴とする。
【００１８】
　本発明（請求項７記載の発明）に係るＣＡＮモジュールユニットにおいて、請求項６に
おいて、前記多種類の所定メッセージ等の音声情報を予め記憶したメモリー媒体を、前記
メモリー媒体用スロット部に選択的に装填可能に構成したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　以上説明したように本発明に係るＣＡＮモジュールユニットによれば、ＣＡＮモジュー
ルに音響／音声モジュールを一体的に組み合わせることにより構成しているから、各種自
動車用の電装品や各種のセンサー類、さらに各種の電子部品等を一連に結合することによ
り、各種の機器、装置の制御を従来のアナログ通信、最近主力になりつつあるＣＡＮＢＵ
Ｓ通信（デジタル通信）のわけ隔てなく、適切かつ確実に、しかも効率よく行うことがで
きるとともに、各種操作、動作上で必要なメッセージ等の音声による報知を行える等の種
々優れた効果がある。
【００２０】
　特に、本発明によれば、メモリー媒体用スロット部に所要のメモリー媒体を選択的に着
脱可能に構成しており、これにより当該メモリー媒体にユーザーまたは販売者自らがそれ
ぞれの目的や嗜好によって、記憶させた所要の音声メッセージ等を音響／音声モジュール
から出力することが可能であり、従来のようなメーカー入力した固定的な音声メッセージ
に比べて多様化を図ることができる等の利点がある。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】　本発明に係るＣＡＮモジュールユニットの一実施形態を示す概略構成図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は本発明に係るＣＡＮモジュールユニットの一実施形態を示すものであり、図にお
いて、符号１で示すＣＡＮモジュールユニット１は、ＣＡＮモジュール１０と、ＣＡＮモ
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ジュールまたはアナログ信号からの各種制御信号に基づいて音声を出力する音響／音声モ
ジュール２０とを備え、これらは一体的に組み合わせることによりユニット化されて構成
されている。
【００２３】
　ここで、１１はＣＡＮモジュール１０に設けられ車両のＣＡＮＢＵＳ通信部からのＣＡ
Ｎ信号を入力するＣＡＮ入力部、１２は車両のＣＡＮＢＵＳ通信部へ、ＣＡＮ信号を出力
することにより車両のＣＡＮ端末への送信用として機能するＣＡＮ出力部である。
【００２４】
　また、１３は車両アナログ出力部や後付自動車用のアナログタイプの電機電装用品等か
ら出力される信号を受信するアナログ入力部，１４は車両のアナログ部や後付自動車用の
アナログタイプの電機電装用品等へ信号を送信することにより、車両アナログ端末操作用
または後付自動車用のアナログタイプの電機電装用品用として機能するアナログ出力部で
ある。
　さらに、このＣＡＮモジュール１０は、ＣＡＮ信号による出力ファイル番号等の音響／
音声出力動作を音響／音声モジュール２０へ指示する手段を備えている。
【００２５】
　また、１５は音響／音声モジュール連結接続部で、両モジュール１０，２０を機械的、
電気的に連結し、例えば２０内の音声ファイルへ音声再生ファイル番号を指示する等の信
号伝達用として機能するように構成されている。なお、１６は電源受給部である。
　さらに、音響／音声モジュール連結接続部１５およびＣＡＮモジュール連結接続部２１
は、両モジュール１０，２０が別ユニットでも一体ユニットでも構わないが、必要に応じ
て選択的に設けるとよい。
【００２６】
　また、音響／音声モジュール２０も、ＣＡＮモジュール１０との連結接続部２１を有し
、さらにＣＡＮＢＵＳ通信を介さずにアナログ信号による音響／音声データの再生の指示
を受ける複数の入力用端子からなる入力部２２と、ＣＡＮＢＵＳ通信による音響／音声デ
ーターの再生の指示を受ける複数の入力用端子からなる入力部２３、さらに電源受給部２
４を有している。
　また、メインスイッチ２５、ディップスイッチ２６が設けられている。
【００２７】
　さらに、この音響／音声モジュール２０は、アンプ２７を有し、このアンプ２７には、
音響／音声出力手段としてのスピーカ３０を接続することが出来る。また、２８は音声調
整手段である。なお、３１はブザー等の音発生手段であるが、これは上述した音響／音声
出力手段であるスピーカ３０との関連において必要に応じて選択的に用いるとよい。
【００２８】
　また、２９は汎用タイプのＵＳＢメモリー、ＳＤカード等のメモリー媒体用のスロット
部であり、３２はスロット部２９に挿入するＵＳＢメモリーである。勿論、スロット部２
９はＵＳＢメモリーにメモリー媒体を限らず、ＳＤカード、ｍｉｎｉＳＤカード、メモリ
ーステック等の別メモリー媒体、あるいはＩＣチップ等を装填する装填部であってもよい
。
【００２９】
　ここで、上述したＣＡＮ入力部１１は、ＣＡＮＢＵＳ通信により、車両の車載テレビジ
ョン、車載ナビゲーションシステム、ドアロックおよびアンロック、パワーウインドー開
閉、ドア開閉、トランク開閉、ドアミラー開閉および上下、エンジンの始動、静止および
各種センサー動作、シフトギアの位置および可変、運転席のシートベルトＯＮ／ＯＦＦ、
サンルーフ開閉、各種ライトおよびランプのＯＮ／ＯＦＦ等のＣＡＮＢＵＳ通信によるデ
ータを取得するようになっている。
【００３０】
　また、上述したＣＡＮ出力部１２は、車両の車載テレビジョン、車載ナビゲーションシ
ステム、ドアロックおよびアンロック、パワーウインドー開閉、ドア開閉、トランク開、



(7) JP 2011-31863 A 2011.2.17

10

20

30

40

50

ドアミラー開閉および上下、エンジンの始動、静止およびエアコンの動作、サンルーフ開
閉、各種ライトおよびランプのＯＮ／ＯＦＦ、警告ホーン、セキュリティー装置のＯＮ／
ＯＦＦ等の制御を、車両のＣＡＮＢＵＳ通信部に対してＣＡＮ信号を送ることによって行
うようになっている。さらに、前記音響／音声モジュール連結接続部１５は、別系統であ
る第２のＣＡＮ出力部としても機能するところであり、当該音響／音声モジュール２０へ
のＣＡＮ信号による音響／音声出力動作を指示出力する機能を備えている。
【００３１】
　また、アナログ入力部１３には、シートベルトのＯＮ／ＯＦＦ、ＥＴＣの動作確認、リ
モコン等によるエンジンスターター装置、セキュリティー装置、手動ＯＮ／ＯＦＦスイッ
チ、リモコンＯＮ／ＯＦＦスイッチ、セキュリティーのためのショック、モーション、超
音波、磁気、赤外線、タッチ等のセンサー、後付バックまたはフロントコーナーセンサー
等の後付自動車電機電装用品等による車両または車両に付属する装置の操作などのアナロ
グ信号が入力できるようになっている。
【００３２】
　また、アナログ出力部１４には、後付セキュリティー装置、ナビゲーションシステム、
後付ライト、レーダー探知機、後付オーディオ装置、バックセンサー等の後付自動車電機
電装用品へ、車両のＣＡＮＢＵＳ通信信号をアナログ変換して送信して、使用可能にする
ようになっている。
【００３３】
　さらに、音響／音声モジュール２０は、音響／音声出力手段３０に接続されるアンプ部
と、音量調整部、主電源スイッチ、複数の入力端子からなる入力部、３２のＵＳＢメモリ
ーやＳＤカード等のメモリー媒体挿入用のスロット部２９等を備えている。
【００３４】
　本発明によれば、上述した構成によるＣＡＮモジュールユニット１として、上述したＣ
ＡＮモジュール１０と、各種制御信号に基づいて音響／音声出力手段３０からの音響／音
声出力を制御する音響／音声モジュール２０とを一体的に組み合わせることにより構成さ
れている。
【００３５】
　そして、このような構成によれば、ＣＡＮモジュール１０と音響／音声モジュール２０
とを一体的に組み合わせて構成しているから、各種の電装品や各種のセンサー類、さらに
各種の電子部品等を一連に結合することにより、各種の機器、装置の制御を所要の状態で
適切かつ確実に、しかも効率よく行うことができるとともに、各種操作、動作上で必要な
メッセージ等を音声出力することができるのである。
【００３６】
　ここで、上述した音響／音声モジュール２０にメモリー媒体用スロット部２９を設け、
これにメモリー媒体を装填可能に構成しているが、これは次の理由による。
　すなわち、音響／音声モジュール２０にＩＣチップで使うことは音声メッセージ付きク
リスマスカード等にあるように、一般的である。しかし、この場合において、ユーザーが
自分で自由に音声を入力するためには別途、ＩＣプログラマー機器とそれを操作するプロ
グラムソフトウエアーが必要となり、別途の費用と技術の習熟が必要で、現実的ではない
。したがって、通常は、使える音声は予め決められたものに限定される。
【００３７】
　これに対し、メモリー媒体を使うことによって、普通のコンピューターに挿入されてい
るソフトウエアーでユーザーが自由に、簡単に自分の好きな音声を入力したり、作成した
り、使用（再生）することが可能であり、任意のユーザーが、著作権等の法律が許す範囲
内で、ＷＥＢサイト上またはメール等で、自由に音声データを公開したり、ピックアップ
したりして、本発明による音響／音声モジュール２０で使うことが可能になる。
　そして、このような構成では、入力したデータの書き換えが簡単にでき、また容量また
は音声の種類を安価で大量に持てる等の利点がある。また、製品を特別仕様にすることな
く、ひとりだけのオリジナル音響／音声を使うことも利点である。



(8) JP 2011-31863 A 2011.2.17

10

20

30

40

【００３８】
　ここで、上述したＣＡＮモジュールユニット１においては、まず、車両のＣＡＮ通信の
速度を自動検出し、その後各車種のＩＤコードによるＣＡＮ通信データの自動検出を行う
ように構成し、世界中のＣＡＮＢＵＳ搭載車のデータを取得、識別させたりまたはＣＡＮ
ＢＵＳ通信により車両にデータを送信することがすることが可能であるように内部構成な
どが設定されている。
【００３９】
　なお、本発明は上述した実施の形態で説明した構造には限定されず、ＣＡＮモジュール
ユニット１を構成するＣＡＮモジュール１０、音響／音声モジュール２０等の各部の形状
、構造等を適宜変形、変更し得ることは言うまでもない。例えば音響／音声モジュール連
結接続部１５、ＣＡＮモジュール連結接続部２１は、両モジュール１０，２０を基板内の
回路内部で直結することにより省略できることは言うまでもない。
【００４０】
　また、本発明によるＣＡＮＢＵＳ通信機能をもつＣＡＮモジュールユニット１としては
、各種車両等において搭載されている電子制御システム等に使用されるが、これに限らず
、車両等に後付けで搭載される後付け装置に内蔵または組み込まれるモジュールとして用
いてもよいことは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４１】
　１　ＣＡＮモジュールユニット
１０　ＣＡＮモジュール
１１　ＣＡＮ入力部
１２　ＣＡＮ出力部
１３　アナログ入力部
１４　アナログ出力部
１５　音響／音声モジュール連結接続部
１６　電源受給部
２０　音響／音声モジュール
２１　ＣＡＮモジュール連結接続部
２２　アナログ入力用端子
２３　ＣＡＮＢＵＳ通信入力用端子
２４　電源コネクタ
２５　メインスイッチ
２６　ディップスイッチ
２７　アンプ
２８　音量調整手段
２９　メモリー媒体挿入用スロット部
３０　音量／音声出力手段であるスピーカ
３１　ブザー
３２　ＵＳＢメモリー
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